




 



 

 

 

～講評～ 

大問１は例年とは異なり、本年度はどれもが解きにくい問題であった。 

大問２は格子点と内心・外心に関する問題で、（1）（2）は典型問題だが、（3）の（a）（b）内心は計算量が多い問題で

あった。 

大問３は数Ⅲの微分積分の問題で、（2）は f(t)=0 に気づかなければ時間がかかり、（3）（4）も解きにくい問題で

あった。 

 

例年通りの傾向ではあるが、計算量がかなり増加し、うまく工夫しても時間内に解き切るのは厳しいセットであ

った。 

大問１の配点が大きいことを考えると、大問 1 で 3 問程度、大問２・３の前半が解けていればよい方だろう。そ

のためボーダーは 5 割程度だと思われる。 

 


